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〆

れ
炉
長

功

労

表

彰

σ〉

伊

藤

綱
義
氏
(今

金
)

昭
和
二
十
二
年
五
月
利
別
村
々
会
椛

只
に
当
選
後
連
続
六
期
二
十
四
年
間
に

わ
た
り
村
金
町
犠
会
波
H
H
と
し
て
今

金
町
内
発
展
は
も
と
よ
り
地
方
自
治
振

興
に
寄
与
し
た
.

米
山

健
一
氏
(美
利
河
)

昭
和
二
十
六
年
五
月
よ
り

一
期
並
び

に
昭
和
凶
+
二
年
五
月
よ
り
迎
続
三
湖

町
通
算
四
期
十
六
年
間
に
わ
た
り
町
議

会
議
貝
と
し
て
今
金
町
の
発
展
は
も
と

よ
り
地
方
自
治
振
興
に
寄
与
し
た
.

善
行
掛
凍冷

音E

松
浦

武
雄
氏
(今

金
)

村
本

光
夫
氏
(回

代

昭
和
三
十
凶
年
五
月
今
金
町
議
会
議

貝
に
当
選
以
来
連
続
六
期
現
在
ま
で

説
会
議
只
と
し
て
今
金
町
の
発
展
は
も

と
よ
り
地
方
自
治
振
興
に
寄
与
し
た
。

大
越

藤
夫
氏
(八

束

昭
和
三
十
八
年
五
月
今
金
町
議
会
部

貝
に
当
選
以
来
述
続
五
期
、
現
在
ま
で

議
会
議
只
と
し
て
今
金
町
内
発
展
は
も

と
よ
り
地
方
自
治
瓶
興
に
得
与
し
た
.

渡
辺

二
郎
氏
(種

} 11 

昭
和
三
十
八
年
五
月
今
金
町
議
会
議

貝
に
当
選
以
来
連
続
五
湖
、
現
在
ま
で

脱
会
議
日
と
し
て
今
金
町
内
発
展
は
も

と
よ
り
地
方
自
治
領
興
に
寄
与
し
た
.

昭
和
三
十
八
年
五
月
今
金
町
議
会
議

只
に
当
選
以
来
迎
続
五
期
、
現
在
ま
で

議
会
識
貝
と
し
て
今
金
町
の
発
展
は
も

と
よ
り
地
方
自
治
振
興
に
寄
与
し
た

a

受
賞
U
た
渡
辺
猶
市
民
の
一一脚
想
集

抜

粋

恵、

L、

つ

つ

出

私
的
住
ん
で
る
住
昔
、
こ
町
地
は
か

つ
て
、
私
が
定
住
す
る
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
災
害
町
哨
泊
地
で
多
い
年
で
七
、

λ
回
、
少
な
い
年
で
も
一

、
一
一
回
と
若

い
こ
ろ
は
雨
が
降
る
と
夜
眠
れ
な
い

時
が
多
〈
、
つ
ら
い
時
も
あ
り
ま
し
た
.

で
も
昭
和
三
十
八
年
か
ら
四
十

一
年
迄

町
三
年
間
で
現
在
的
提
防
が
出
来
上
っ

て
か
ら
は
、
安
心
し
て
眠
れ
る
町
が
な

に
よ
り
で
す
.

又
、
昔
私
共
家
族
が
命
日
ろ
い
し
た

時
を
撮
り
返
っ
て
見
る
と
、
昭
和
五
年

同
大
水
害
で
、
お
盆
円
十
六
日
に
洪
水

で
こ
の
家
円
前
向
川
が
畑
を
破
っ
て
、

ど
ん
ど
ん
水
量
を
増
し
、
家
的
廻
り
や

家
の
中
に
水
が
入
り
、
逃
げ
る
ひ
ま
が

な
い
う
ち
に
木
皮
し
に
な
り
も
う
だ
め

だ
と
思
っ
た
時
は
U
ど
か
っ
た
で
す
よ
.

当
時
は
今
の
よ
う
な
住
宅
で
は
な
〈
、

地
面
に
材
を
打
ち
込
ん
で
作
っ
た
寸
か

や
ぶ
き
」
屋
倒
的
住
宅
で
あ
っ
た
が

畑
を
乗
り
越
え
て
供
木
が
襲
っ
て
来
た

時
は
騰
き
ま
し
た
。

夜
明
け
前
向
暗
い
時
だ

っ
た
が
、
あ

っ
と
思
う
ま
に
軒
町
柱
が
折
れ
て
、
住

宅
か
ら
逃
げ
る
時
間
が
な
〈
、
家
内
ま

わ
り
や
車
内
中
が
濁
流
で

一
杯
に
な
っ

て
し
ま
い
、
も
う
だ
め
だ
と
思
っ
た
時

に
‘
そ
ば
に
あ
っ
た
ぷ
刈
り
時
を
手
に

取
っ
て
す
ぐ
天
井
に
羽
り
、
「
か
沖
凶

き
」
震
を
切
り
開
い

て

‘

妻

都

地
向
上
に
引
き
上
げ
た
.
そ
の
瞬
肌
出回

ぐ
ら
ぐ
ら
と
照
れ
た
と
思
っ
た
ら
も
羽

家
ご
と
濁
流
に
流
さ
れ
て
い
ま
し
た
.

夜
も
う
っ
す
ら
と
明
け
拍
め
た
頃
T

す
か
ら
あ
ま
り
人
は
い
な
い
の
は
わ
カ

っ
て
い
て
も
、
一
生
懸
命
、
助
け
一
〈

れ
、
雄
か
助
け
て
〈
札
と
大
戸
で
'
ひ

な
が
ら
今
町
国
巡
の
憾
の
あ
た
り
夜

さJ
れ
て
い
た
時
で
す
、
や
は
り
大
雨
?

心
配
だ

っ
た
本
家
内
兄

(現
渡
辺
新

一

郎
氏
町
父
)
が
見
つ
け
て
く
れ
て
、
附

近
に
あ
っ
た
川
舟
で
追
い
か
け
て
助
け

て
く
れ
た
時
(
当
時
は
私
も
若
く
三

哉
位
で
し
た
か
)
向
う
札
し
か

っ

私
の
生
挫
で
一
番
思
い
で
に
残
つ

ま
す
。
そ
の
兄
も
早
く
他
界
し
て

っ
た
が
私
は
こ
う
し
て
長
生
き
し

る
ん
で
す
。

農

業

を

振

り

返

っ

て

唱
は
家
族
的
手
足
で
牒
撲
を
し

寸
大
豆
」
を
主
な
作
物
と
し
て
あ
と
寸
ヒ

エ
・
ア
ワ
」
や
少
品
的
自
給
野
菜
を
耕

作
し
、
欲
を
言
え
ば
正
月
用
の
僻
米

や
自
給
米
を
作
品
水
田
が
二
、
三
反
ほ

し
か

っ
た
も
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
生
活

は
楽
で
し
た
.

当
時
二
、
三
皮
肉
削
ん
ぽ
が
あ
れ
ば

と
て
も
事
な
牒
識
が
出
来
た
も
の
で
す

+
 

〈
て
も
、
作
物
は
結
椛
取
札
て
い
ま
し

た
が
今
は
ど
、
う
つ
で

L
よ
つ
。
機
械
化

さ
れ
、
毎
年
ど
ん
ど
ん
肥
料
を
使
っ
て

も
作
物
は
取
れ
ず
、
又
今
年
の
よ
う
に

腐
れ
が
ひ
ど
〈
て
収
槌
け
叫
が
い
ち
じ
る

し
く
少
な
い
訳
で
す
.

こ
れ
も
私
が
思
う
に
は
大
盟
機
械
化

農
業
の
欠
白
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。
な
ぜ
な
」
ワ
サ
は
問
で
深
土
耕
を

し
て
畑
や
田
町
土
を
や
わ
」
り
か
〈
大
事

に
耕
や
し
て
使
っ
た
も
の
で
す
。
で
す

か
ら
作
物
を
多
く
巡
ぷ
時
は
同
ソ
リ
や

笹
森

武
雄
氏
(鈴

金
)

昭
和
二
十
六
年
七
月
以
来
九
期
、

二

十
七
年
間
に
わ
た
り
今
金
町
農
業
委
日

と
し
て
本
町
内
農
地
改
革
並
び
に
農
業

発
展
振
興
の
た
め
寄
与
し
た
.

中
島

竹
市
民
(住

士
ロ
)

昭
和
三
+
五
年
七
月
今
金
町
農
業
委

日
に
当
選
以
来
昭
和
五
十
六
年
七
月
ま

で
の
間
連
続
七
期
二
十
一
年
に
わ
た
り

農
業
発
展
仮
興
の
た
め
寄
与
し
た
。

馬
車
で
道
路
条
件
同
ょ
い
と
こ
ろ
ま
で

何
回
も
速
ん
だ
も
の
で
す
が
.
今
は
ど

う
で
し
ょ
う
。
た
し
か
に
便
利
で
早
い

が
、
大
き
な
ト
ラ
ク
タ
ー
で
表
土
を
起

す
桂
皮
で
す
。
駄
に
は
畑
町
中
や
聞
の

中
を
ト
ラ
y
ク
や
ト
ラ
ク
タ
ー
が
定
リ

担
り
ま
す
。
で
す
か
ら
天
気
が
続
く
と

U
び
わ
れ
状
に
、
長
雨
に
な
る
と
木
が

引
か
な
い
の
が
今
町
畑
や
回
で
し
ょ
う
。

良
い
作
物
を
取
ろ
う
と
思
っ
て
も
む

り
だ
と
思
い
ま
す
.
こ
れ
は
私
的
長
年

同
経
験
か
ら
話
し
て

い
る
の
で
す
が

こ
れ
は
而
帥
聞
が
多
〈
な
っ
て
し
ま
っ
た

の
で
ど
う
し
て
も
短
期
間
で
作
業
を
し

て
し
ま
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、

し
ょ
う
が
な
い
事
だ
と
思
う
が
、
な
に

か
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。

本
当
に
背
骨
し
て
い
る
制
に
は
、

昔
よ
り
生
活
は
楽
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し

ね
。
こ
れ
か
ら
の
農
業
続
出
も
楽
じ
ゃ

な
い
で
す
よ
使
利
な

一
方
生
活
は
苦

し
〈
な
り
ま
す
か
ら
ね
。

い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を
し
て

私
は
今
年
で
部
落
会
長
を
引
退
す
る

つ
も
り
で
す
が
昔
は
な
に
か
を
す
る

決
め
る
も
皆
ん
な
で
全
合
を
聞
い
て
も

川
と
問
題
的
解
決
は
早
く
や
り
や
す
か

っ
た
が
今
は
主
に
か
を
す
る
、
決
め
る

場
合
は
大
変
で
す
よ
。
私
も
こ
の
年
に

な
る
ま
で
い
ろ
い
ろ
経
験
し
て
き
ま
し

た
が
‘
だ
ん
だ
ん
生
活
様
式
が
変
っ
た

せ
い
で
し
ょ
う
か
・

私
は
昭
和
十
六
年
か
ら
昭
和
二
十
二

!l.: 

善
行
表
彰
団
体
の
部

( 2 ) 

星

加

道

雄

氏

今
金
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
代
費

一
九
六
二
年
八
月
結
成
以
来
地
域
社

会
的
生
活
、
文
化
、
福
祉
及
び
公
徳
心

の
向
上
を
目
的
と
し
、
社
会
事
仕
に
よ

り
町
の
公
益
事
業
に
尽
力
し
た
。

善
行
表
彰
個
人
の
部

i度
辺

猶
市
氏
(住

士
口
)

多
年
に
わ
た
り
部
落
会
長
‘
統
計
測

責内
H
、
民
生
委
貝
、
結
婚
相
批組
員
‘
納

税
貯
帯
組
合
長
等
の
袈
職
を
歴
任
、
町

内
公
益
事
業
に
尽
力
し
た
.

年
ま
で
と
昭
和
二
十
六
年
か
ら
今
ま

で
部
落
合
長
を
し
な
が
ら
納
税
貯
帯
組

合
長
等
も
し
て
来
た
が
こ
の
歳
(
八

↓

一
段
)
に
な
る
ま
で
病
気

一
つ
し
な

い
で
、
部
落
会
を
廻
る
と
き
は
従
事
で

凶
同
位
歩
い
て
廻
っ
て
い
る
が
‘
若
い

時
は
半
日
で
、
今
は

一
日
仕
事
で
す
.

い
ま
だ
に
自
も
老
眼
鋭
な
し
で
新
聞

も
読
め
る
状
態
で
す
か
ら
幸
せ
で
す
。

や
は
り
身
体
を
使
う
仕
事
が
良
か
っ
た

の

か

も

知

札

ま

せ

ん

。

(

料

)

3. nしイすtナグ)1I1-lI!l:M
50万円(ただし喧X1Jは20万 同 )

4 利串

l翠略、災担資金は JI!6.0珂

その地的資金は lf;7.6%  
5、isj，斉JtJJItIJ

2.tlιん内(たfごし喧X1Jは1'，三以内)

6. 似り岨い金融構!剥

ill世働金'" 各日川合川Z
年車、 4三曲、地主)0'却にこ利川下

さ L、.(岬しいことは取り拙L、金融惜

附へ，.

生 活費金町貸村について

illでは.中，ト企猿に幽〈雌品位n両

方がたの生 活 安 定 と 旧 祉 町1"1よ町た

的 「中小企Nil.送車且伍l祉資 金際何制

度」を睦け、 生 活 資 金 と して必日し

しています.

上 国内中小企業に勘輔し‘.f1~ tuJ
町蛇所叫甜350]]円 以 下町方.

2‘貸し付けする資金

①匝時世金.②災害資金. ③教

育資金. ④腫引y<金.⑤住宅告11

博資金.⑥賃金出'k'、資金.(2浦サ

久刷費財閥入資金.

( 3 ) 



|昭和~年度一般会計 E

l財源の 4構成状況・

地方日提与税

61，998刊 '1(1.7%)

自動車取得交付税

32，718附 (0.9%)

1，357，906 
千円

(36.1%) 滋支出金
292，232 

，(7.8%ν  
国JilI支出金

613，122 ，.刊

(16.3%) 

使用料及び手数料

41，8661-1'1 (1.1%) 

財産収入

48，034刊 1(1.3%) 

分担金及び負担金

35，371'''' (0.9%) 

繰越金
16，2641-1'1 (0.4%) 

1liilil決長.
i昭和Iilol年度目的別歳出決算の構成状況|

諸収入

目提会'1~55 ， 332 H'l 
(1.5%) 

199，665 H'l 
(5.4%) 

労働】此

5，951 H'I 
(0.2%) 

蝿 ，456T-1'I
(2.6%) 

206，952子1'1
(5.6%) 

労 醐 R

5，951 H'I 

(0.2%) 

純金叫54，616附(1.5%)

(0.8%) 

人当りに使われだ経費

404，280円 (9，210人〕

商工時88，9白 川

(2.4%) 

----

出
金 額刊

55，332，4田

642，699，129 

385，401，170 

199，665，190 

5，950.862 

447，065，632 

81.562.9制

641，337，495 

98，455，6田

8田，799，825

31，065，056 

251，083，981 

。

3.723，419，414 

(4) 

歳
科目

験全世

蛇務 関

民生世

間生 n
労働問

農林水蹟車問

商工費

土木間

消防四

教育問

見 書祖旧費

{貨

f柑

入
金 制加)

317，468，695 

61.998.α)() 

32，718，α)() 

1.357，9国，0∞
444，は)()

35，371，467 

41，865，775 

613，122，359 

292.232， 159 

48，034，592 

o 

歳
科目

町 脱

地方臨与税

自動車取1!~拠克付金

地方宜付税

吏温姶畑特別買付金

分担金及び且担金

悼用料及び手数料

国@支出金

道 支 出 金

11< 産収入

t寄 付金

雄入金

-町民税納税義務者

守人当りの税金 (2，502人)54，506円

昭和56年度予算の主な内訳

昭和!o1ll年度一般会計掴

歳入予算の内訳.
EE盟軍軍零軍曹1iti1盟関.

分担金負担金

55，444 H'J( 1.6%) 

使用料ー手数料

45.019 r'Pl( 1.3%) 
財産収入

32，2師向IJ(1.0%) 

地方日興与税

64，6凹 HII(1.9%) 

白動車取得税交付金

35.5∞刊吋(1.0%)

暁越金
1，000刊'1

議会費57，382間 (1.7%) 

消防~97 ， 4 1O 附 (2 .9%)

n 
n 

坐三笠A旦E

並よ笠A旦旦

笠』盟」盟E

E十

ハ晶

子

o 

16.264.146 

572，0叩 .622

368，7∞，α)() 

3，758，215，815 

歳入歳出差引残高

内翌年度へ繰越

基金繰入れ

金

入

慣

越

収

計

陣
一
緒
一
町

置出~m市豆ヨ主司E重liili面孟i 置厄1著書匡温

商工償43，7凶 HII(1.9%)
消防出23，609-H'I(1.0%) 
耐生前12，279子叫0.5%)

(間

木土

宵教

入

国服支出金

547，467r.阿

16.1% 

諸収入

429，776 r.川

12.7% 

商工費15，595HIJ(Q .5%) 

災担復旧n10，531 r-I'I(0.3%) 

(5 ) 



町民tひろばi

人間が空気を呼吸して生きているのと同じように、

米も生きています。つま町“呼服 しているのです。

ですか勺、米をおいしく食べるには、米白血生命

を長持ちさせるとともに、できるrけ古くならなに、

うちに食べるーー一つま η、生きている米ど L哨、に上

手につきあうかーーーこれが決め手です。米の舟命"

その{呆存方法などについてみてみまし ょう。

側、町政への志亙ご霊童生抑制ゅなど付制作さい地域のできこと、[IIT l'o三型王広

ドアロ y ク

おしらせ
昌

エ ン ジ ンキ を抜き‘

をする.

0暴力には泣寝入りを Lない

見過すことなくすぐ 11 0番.

(北柑山警察署)

今金警察官派出所/

広 報 [おしら ott--l

に(12月15日より受付開始)

O 差 出す際は方面別に区分けを

(例えば市内あて、道内あて、

i且外あて等に)

O私製，、ガキや普通lハガキ的手1)

用は(赤で「年賀」と記入)

0小包は 12月 15日までに差出し

て下さい(年賀と一緒になり

広報ユ仁 おしらせ 口

一
コ 広報

-ヱ聾統計調査に

ご協力をお願い Lます

12月31日現在で全国一斉に「工

業統計制査J が柴崎されま す。

調査竪に当た っては.知事が委嘱

した工業統計測査只が日間査対象事

業所を訪問lして行いますのでご協

力下さい。

おしらせ広報 「

米且生きτいる量轟存方法を工夫 Lて釘い L(童ベょう

れ
て
‘
上
か
り
出
す
箱
型
的
米
び
つ
で

す
と
‘
ど
う
し
て
も
納
町
す
み
に
古
い

米
が
残
り
が
ち
で
、
新
し
い
米
を
入
れ

て
も
、
古
い
米
の
せ
い
で
風
味
が
洛
ち

た
り
、
虫
の
わ
く
原
因
に
な
り
ま
す
。

《
冬
眠
密
着
包
装
米
の
す
す
め
》

冬
眠
車
新
包
装
未

1
iち
ょ
っ
と
聞

き
な
れ
な
い
言
葉
で
す
が
こ
れ
は
米

袋
に
炭
般
ガ
ス
を
封
入
し
て
米
を
{
ん
金

密
閉
の
う
え
冬
眠
状
態
に
さ
せ
、
品
小
の

風
味
を
長
く
保
た
せ
る
よ
う
に
し
た
も

の
で
す
.

ニ
町
方
法
で
包
装
さ
れ
た
米
で
す
と
、

半
年
か
ら

一
年
間
ぐ
ら
い
は
新
米
と
同

じ
風
味
が
保
て
ま
す
.

こ
の
保
存
が
き
く
と
い
う
利
占
を
生

か
し
て
、
冬
眠
管
活
包
装
山
市
を
イ
ザ
と

い
う
時
的
家
庭
的
"
側
部
米
“
と
し
て

役
立
て
る
の
も

一
つ
の
利
用
方
法
で
す
。

も
し
、
災
症
に
あ
っ
た
と
き
な
ど
、

家
庭
で
の
仰
備
蓄
米
u

が
あ
れ
ば
、
救

按
の
手
が
各
家
胞
に
同
く
ま
で
町
つ
な

ぎ
用
立
制
と
し
て
役
立
ち
ま
す
.

ま
た
‘
新
米
町
出
回
る
こ
ろ

w
冬
眠

官
茄
包
装
米
H

を
口
い
、
半
年
後
に
封

を
切
リ
‘
あ
ら
た
め
て
新
米
の
お
い
し

さ
を
味
わ
う
と
い
っ
ち
ょ
っ
と
イ
キ
主

利
用
方
法
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

保
存
が
き
い
て
、
風
味
が
市
町
ち
な
い

H

冬
山
肌
密
地
包
装
米
“
を
上
手
に
利
用

す
れ
ば
、
米
と
う
ま
〈
つ
き
合
う
方
法

が
、
ま
た

一
つ
明
え
る
こ
世
に
な
り
ま

す
の
で
、
あ
な
た
の
家
庭
で
も
一
度
利

朗
し
て
ぶ
ま
せ
ん
か
.

-道立江差職業訓練所

0抱I築手ト-40名

01..elJ科-30名

0建築科-30名 (欄捌分校)

・函館総合高等職業訓締l校

0機械科 2 "1'耐)-25名

O配管科 l年制一50名

0構造物鉄工科 2年巾)-15名

1年制-20名

2.ir三嗣1-15名

I年制 -20名

2年嗣)-15r，

-職蝿訓輯生の募集

ますと年内配達が不可能にな

る場合もあります)

(今金樋川 ・花石郵便局)

。電気工事科

.犯罪や事故を防いで

明るい.末を

1年中で一番あわただしい師走

がやってきます。 いろいろな犯卯

や事故が干恕されます。皆んなで

気をイ寸け明るい正月を迫lえましょ

っ.
O ちょ っ との留守でも、必ず戸

-国民年金の保険料

は忘れずに

国民年金の第 3期分 (10月分~

12月分)をまだ納めていない人は

忘れずに納的ま Lょう.

-年末・年始の

火災予防について

年末、年始は神社、デパ ト

スーパー、歓端術等人出て'にぎわ

いますが逆に 般家庭が留守にな

ElJ.:::.ti函・-温CII

I
J且

[一般図書}

砂北海道砂金掘り=加藤公夫砂日

本歴史展望8世E 原田伴彦惨歴史へ

の招待@-藤般井和夫惨人物中図

的廃史②=常石茂砂北海道文学金

集②戸支部沈黙砂平水花=森内俊

雄砂南蛮阿房列車 ・山本五十六

米内光政斗 軍艦長門町生涯斗

時い挫1書-"rー阿川弘之砂ふたりの

fr:~野呂邦職b水町立=中上健次

砂 J，~丘宰縦等=水上勉惨払決夢幻

=~')î~品摂一向i砂蝶た ちの冬=日怖
玄洋砂花火=噸戸向日市栄砂むつか

Lぃ世の中=佐藤霊子砂釣堀池=

小山1J夫砂サイロ物21jE米村品太

郎砂需給悌=池田みち干惨隠Lご

とだらけ~古山日開雄惨流星抄=

野口出士男砂最後円狩猟氷JJ;t-
津I;，~ (右子惨虹 索直な容疑者ー原

凹版干惨詩とダダと私と=吉行i由
之介砂光連帯ー地谷雄日惨鳳仙花

=斗'上健次砂洞爺丸はなぜ沈んだ

か=上前淳一郎砂作家の手帳ー松

本m悩砂岸日介の団地.l=時侶介他

砂私的取材紀行ー新 III二郎砂軍臣

たちの昭和史斗ー勝目龍夫砂明治

的古典笹〉ー恭恒平訳砂官川全1Il@

=古川英治

[児童図書}

砂世界的伝記8.20-tj木寛子惨日

本内童画⑤=加藤まきお

( 6 ) 

• 
図書案だより

内案相l新

h---玖

4
制
圧
の
決
め
手
は

伺
リ
‘
.
司

早
期
発
見
・
早
期
治
療

ガ
ン
、
最
近
ど
こ
で
で
も
耳
に
入
る

百
楽
で
す
。

ど
こ
そ
こ
の
雅
れ
か
さ
ん
が
ガ
ン

だ
そ
う
で
す
と
言
う
よ
う
に
本
当
に
あ

ま
り
い
い
感
じ
の
し
な
い
も
の
で
す
.

普
通
、
ガ
ン
的
自
覚
症
状
が
あ
れ
ば

干
遮
札
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

最
低
で
も
止
の
よ
ヲ
な
症
状
に
気
づ
い

た
ら
、
す
ぐ
に
診
療
を
う
け
、
が
ん
で

な
い
こ
と
を
確
め
て
、
快
適
な
日
常
生

活
を
送
る
よ
う
に
必
が
け
ま
し
ょ
う
。

一
、
円
円
具
合
が
悪
か

っ
た
り
、
立

欲
が
な
い
、
肝
み
が
変
っ
た
り
し
た
と

き
は

(内
科

消
化
協
科
へ

).

二
、
お
り
も
の
や
、
不
正
出
血
が
あ

る
と
き
は

(婦
人
科
へ

可

三
、
乳
厨
の
な
か
に
ン
コ
リ
が
あ
る

と
き
は

(外
科
へ
}。

四
、
の
み
こ
む
と
き
に
、
っ
か
え
る
よ

う
に
感
じ
た
と
き
は
(内
科
・
耳
品
科
へ
)。

五、

町民
に
血
や
粘
液
が
ま
じ
っ
た
と

手ュト

l.1p桔IJ-20名

O強 装科 1年制-50名

※希望布はlilt得りの訓練校又は、

所在町公共職業安定所へ.

• 
側

伽

伽

仰

.12月骨休日当番医

今 金町岩間 医 院

今 金町 1:1田医院

今 金町l且保嗣院

北楠山町国保明院

6日

13日

20日

27日

締りをしま Lょう.

O家を留守にするときは、 牛乳

新聞等を一時断り、陣リ近所に留

守の用化、を頼み まLょう.

0夜間、無人となる会社、事務

所には現金をおかないよ うにする。

。銀行などか句多額のお金を引

き出す場合は必ず 2人で.

O人 ごみ町中ではスリに用心.

O 自動車か句離れる ときは心ず

ヨごO木

りがちです。無人になるときは十

分火の元に注意をしま Lょう.

又、 1111房器具の取り扱いも十分

注意するように しまLょう。

-年末の郵便刺用についτ
年末は大変郵便物がニみあいま

すので次町市に ご留意下 さい。

年賀状の差出し

。年賀状の差出しは12月20日迄

き
は

(内
科
紅
門
科
へ
).

六
せ
き
が
続
い
た
り
、
血
タ
ン
が

出
た
り
声
が
か
す
れ
た
と
き
は

(内

科
呼
吸
鰐
科
耳
鼻
科
へ

)。

七
、
舌
や
皮
調
に
な
お
り
に
く
い
治
拡

が
あ
る
と
き
は
(皮
膚
科
・司
品
科
へ
).

八
、
尿
町
出
が
悪
く
な
っ
た
り
、
血

が
ま
じ
っ
て
い
る
と
き
は
(
泌
尿
器
科

婦
人
科
へ
)。

九
イ
ポ
が
治
に
大
き
く
な
っ
た
と

き
は

(皮
膚
科

へ
).

が
ん
は
脳
キ
中
に
次
い
で
死
亡
車
内

部
二
位
を
占
め
て
い
ま
す
.

と
く
に
お
歳
か
ら
臼
歳
ま
で
の
働
き

さ
か
り
で
は
、
死
亡
車
内
第

一
位
を
占

め
て
お
り
4
人
に

l
人
的
訓
合
で
す
。

岡
本
で
は
、
圧
倒
的
に
円
が
ん
が
多

く
男

女

共

に

第

一
位
に
あ
り
ま
す
。

%
%
%
移
%
弱
%

8

7
3
g
E

，e
 

川崎

町
高
・

ω
2尚

道

陣

民

民

蜘

惟

い

血

の

『回開
3

・H隣
町
す
uw
臼
そ

可
、一

も断
絶
仰
と

い
う
言
葉

が
マ
ス
コ
ミ
を
に
さ
わ
せ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
、先
生
と
生
徒
‘
税
と
チ
供

な
ど
の
附
に
意
思
円
融
通
が
な

〈、

互
い
に
相
干
の
す
る
こ
と
や

言
う
こ
と
が
よ
く
分
ら
ら
な
い
、

と
い
う
の
も
そ
の
一
つ
で
す
.

単
な
る
首
誕
の
や
り
と
り
で

主
〈

言

葉
町
向
こ
う
剛
に
あ

る
相
手
同
封
持
%
を
知
り
た
い

と
だ
れ
で
も
思
う
も
の
で
す
。

制
下
に
対
し
械
で
按

L
て
理
解

し
合
う
、
と
い

っ
た

H

心
の
ふ

れ
あ
い
u

に
よ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ

l
ン
ョ
ン

は
、
幼
児
期
に
、
税

と
干
の
問
で
は
ぐ
〈
ま
れ
る
と

訂
え
ま
す
。

親
子
の
心
が
品
、れ
あ
う
た
め

に
は
、
ま
ず
第

一
に
自
由
で
の

び
の
び
し
た
穿
囲
気
が
必
要
で

す
.
ιs
供
が
械
を
怖
が

っ
て
何

も
一河口
え
な
い
よ
う
で
は
圃
り
ま
す
。

止
に
‘
お
母
さ
ん
は
で
き
る

だ
け
子
供
と
共
通
肉
体
験
を
持

つ
よ
、ヲ
に
し
ま
し
ょ
う
。
そ
町

時
大
切
な
の
は
、
判
明
の
方
が

一

方
的
に
子
供
に
近
づ
く
だ
け
で

な
く、

時
に
ま
逆
に
‘
チ
闘
を

一
人
的
人
間
と
し
て
扱

っ
て
み

る
こ
と
で
す
。

A

買
う
量
は
?
・
v

制
刊
米
さ
れ
た
米
は
だ
い
た
い
十
日

か
ら
二
十
日
間
は
風
味
は
変
わ
り
ま
せ

ん
。で

す
か
ら
二
十
日
間
く
ら
い

で
消
費

で
き
る
量
的
米
を
」
こ
ま
め
に
口
う
こ

と
が
、
お
い
し
い
4
4
を
食
べ
る
基
本
で

lν

ょ、ヲ
。

《
固
な
た
は
タ
ブ

l
v

生
き
て
い
る
米
は
唱
直
射
日
光
が
苦

手
で
す
.
型
恕
的
な
也
き
場
所
は
、
直

射
日
光
の
当
た
句
な

い
風
通
し
の
良
い

冷
暗
所
で
す
。

《
容
器
は
上
が
ら
入
れ
て

下
か
ら
出
す
も
の
を
v

米
を
上
手
に
使
ヲ
に
は
、
上
か
ら
入

れ
て
、
下
か
ら
出
す
循
環
式
保
存
容
器

を
用
い
る
の
が
便
利
で
す
.
上
か
ら
入

判明と
子
町
聞
で
そ
ん
な

必
要
が
と
忠
わ
れ
る
か

も
知
札
ま
せ
ん
が
、
心
と 府

予 3向

【町佃"司~It~引有人u動鯵峻針〉

図

感
謝
し
ま
す

図

社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

預
託
払
い
出
し

守
昭
和
町
大
合
啓
太
郎
さ
ん
か
ら
光

町
里
学
園
、
小
百
合
保
育
園
へ
各
三
千
問

を
マ
今
金
老
人
ク
ラ
ブ
(代
表
小
野
明
)

か
ら
盟
時
四
へ
缶
ジ
ュ
ー
ス
八

O
本
と

五
千
円
を
マ
目
地
誌
品
チ
ヨ
さ
ん
か
ら

三
万
円
を
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
ヘ
マ
今
金
屯
報
屯
結
局

(代
表
情
藤

利
雄
)
公
衆
屯
話
世
古

・
電
気
保
弘
ポ

ン
ト

お

茶

道

具

一
式
を
盟
舟
閲

ヘ
マ

乙
部
中
学
校
P
T
A
(代
表
松
崎
博
彦
)

か
ら
羊
か
ん

一
函
を
光
町
星
学
園
ヘ

マ

今
金
屯
報
屯
話
局

(代
表
伊
藤
利
雄
)

か
ら
光
の
里
字
国
ヘ
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
七

O
醐
を
マ
函
館
市
時
任
町
灰
谷
他
的
さ

ん
か
ら
光
の
里
学
園
へ
か
り
ん
糖
三
函

を
守
神
丘
背
年
間
(
代
表
古
川
利
幸
)
か

ら
光
町
里
学
園
へ
コ
ー
ヒ
ー
ン
ュ

l
ス

ニ
函
を
守
八
崎
町
大
志
盆
か
句
光
の
旦

学
園
へ
因
性
、
小
学
校
劇
脚
本
金
三
巻

を
マ
函
館
市
西
桔
梗
長
谷
川
カ
ナ
さ
ん

か
ら
光
町
且
字
国
へ
五
千
問
を

心
円
結
び
つ
き
は
、
お
互

い
の
立
場
を
車
重
し
合
う

と
こ
ろ
に
育
ち
ま
す
。
い

つ
ま
で
も
チ
供
扱
い
に
し
て
「子

供
は
親
の
言
う
こ
と
を
だ
ま
っ

て
聞
い
て
い
札
ば
い
い
」
と
い

っ
た
親
千
関
係
を
就
け
て
い
る

と
自
主
性
が
育
ち
に
く
く
主
り

ま
す
。
そ
の
結
来
、
成
人
し
て

「心のふれあい」のびのびとした雰囲気の中に生まれる

も
お
と
な
の
社
会
に
溶
け
込
め

な
か

っ
た
り
な
ど
人
川
関
係

が
う
ま
く
い
か
な
く
な
る
こ
と

が
あ
リ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
親
と
子
供
向

関
係
が
、

F
供
向
将
来
的
人
間

関
係
を
決
め
て
し
ま
ヲ
、
と
言

っ
て
も
一一日
い
す
ぎ
で
は
あ
り
ま

せ
ん
.
ま
た
、
税
が
ほ
か
の
人

と
ど
ん
な
つ
き
合
い
方
を
し
て

い
る
か
、
子
供
は
よ
く
見
て
い

る
も
の
で
す
。

判
明
の
後
ろ
惑
を
見
て
子
棋
は

育
つ
、
と
言
わ
れ
ま
す
が
酬
明

が
社
会
と
ど
ん
な
ふ
う
に
か
か

わ
っ
て
い
る
か
が
、
子
山
向
性

格
を
形
づ
く
る
う
え
で
盟
袈
な

役
制
を
則
前
た
し
て
い
る
こ
と
は

百
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん

a

き
て
、
あ
な
た
の
家
庭
で
は

と
う
で
し
ょ
う
か
‘
親
も
子
も

年
寄
り
も
同
じ
よ
う
に
意
見
を

交
換
し
て
な
ご
や
か
な
家

嵯
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す

‘.
 

カ

@ 
(7) 



=広級=

トヒ%クス

供り ・
j主切 I式受
。つ f寸耳食
てが票
"日』ぷを

')手

験
車

でにを
- !i'J予

うこ
れ世|

f 一--~ーーーー戸一一一一一二てこご J

豪

華

な

菊

の

舞

文

化

祭

三

題

展君l'電4品川C 屋形舟
1.'1" ."- ... 

ミ石川1
11リ)JIニ
比べて

人!-I 8.977人(ー 3) 
リ 4.361人 (-5) 
1.1.: 4.616人 (← 2) 

i!t ，:，''; 2，603"¥止制 (+1 ) 

r01131 U削 D
nJ¥oJ島本台帳

/ 
第 1回槽山北部臨時家畜市場

今金町で盛大に開催され、

主に当歳馬と肉牛が蛾売されました。
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